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校章の由来
昭和 28 年、当時、本校職員であった藤田威助教諭（美術工芸担当）

が中心となって作成されたものです。

校章の全体のデザインは、浜田のイニシャル「Ｈ」を表しています。

中央の六角形は浜田市にあった亀山城を亀の甲羅の形を用いて表して

います。

六角形の中にある赤色と白色の部分は、日本の国旗を表しています。

六角形の左右の色は黄土色であり、大地を表しています。

浜田ろう学校の校章は、開校当初、浜田市片庭町の近くにあった亀山城のように、歴史の

ある浜田の大地にどっしりと建ち、島根県西部の聴覚障がい教育の発展と充実のために尽

くしていく学校の姿を、意味しているものと考えられます。

『すずかけ』の木の由来
表紙の写真『すずかけ』の木は、古くから浜田ろう学校の木として大切にされてきました。

旧校舎（片庭町・島根大学浜田分校跡）から現在の学校に移転する時も、一緒に移植されま

した。今は若い『すずかけ』の木が１本校庭に植えられています。『すずかけ』の木は旧校

舎の時から、ＰＴＡの機関紙タイトルとして、またスクールバスの名称として親しまれてい

ます。

スクールカラーとその決定の経緯 ～ 若草色 ～
平成 25 年度、60 周年の記念に因み、児童生徒たちから取ったアンケートの意見を基に、

生徒会役員と校長先生による話し合いの結果、スクールカラーが『 若草色 』に決まりまし

た。

この色には、「私たちは植物で、学校は光、卒業で実を実らせる。私たちは日々、植物の

ようにすくすくと育っている。」「“浜ろう”は周りが緑で囲まれた学校。そして私たちも

その中でキラキラと緑に輝いているイメージ。」「柔らかくて優しいイメージ。」など、60
周年の今をここ“浜ろう”で生きる子どもたちの想いが込められています。
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１ 沿革の概要

 昭 28.  2. 28 恒松知事、中島県議会議長、藤島県教育長の三者会談の結果、４月１

日より島根県立浜田ろう学校を設置し、島根大学浜田分校跡を修理使

用する方針を決定 

 昭 28.  3. 23 島根県報号外を以て島根県立学校条例の一部改正を公布、４月１日よ

り浜田市に島根県立浜田ろう学校の設置決定、昭和 28 年度において

は小学部のみ設置。 

 昭 28.  4.  1 島根県立ろう学校長 今西孝雄、初代校長に発令され、仮事務所を島

根県立松江ろう学校内に置く 

昭 28.  9. 15 開校式を行い、児童 58 名によって授業を開始 

昭 28. 10. 12 県教育委員会により、開校記念式を挙行 

 昭 29.  4.  1 中学部第３学年まで置き、児童生徒 92 名、職員 27 名体制 

 昭 30.  3.  1 寄宿舎建物の転用により、児童福祉法による、「ろうあ児施設島根県

立浜田学園」開設、今西孝雄、初代園長に就任 

 昭 30.  4.  1 高等部を設置、家庭科を置く、児童生徒 120 名、職員 28 名 

 昭 31.  4.  1 家庭科を普通科に改編 

 昭 32.  4.  1 田淵孝、浜田ろう学校長(第２代)に就任 

 昭 34.  4.  1 高等部普通科を廃止し、新たに美術工芸科、被服科設置 

 昭 37.  4.  1 高橋匡夫、浜田ろう学校長(第３代)に就任 

 昭 38.  4.  1 本校教頭 黒崎義男、浜田ろう学校長(第４代)に就任 

 昭 39.  4.  1 幼稚部設置 

 昭 41.  2. 22 島根県那賀郡国府町大字国分に寄宿舎完成 

 昭 41.  6. 20 島根県那賀郡国府町大字国分に新校舎完成 

 昭 41.  7. 15 新校舎、寄宿舎に移転完了 

 昭 42.  2. 23 体育館完成 

 昭 42.  4.  1 久佐一善、浜田ろう学校長(第５代)に就任 

 昭 44.  3.  1 国府町、浜田市に合併のため、学校所在は浜田市国分町となる 

 昭 45.  4.  1 谷田担、浜田ろう学校長(第６代)に就任 

 昭 45.  4.  1 小学部に重複学級設置 

 昭 46.  4.  1 幼稚部３歳児学級設置 

 昭 47.  4.  1 中学部に重複学級設置 

 昭 48.  4.  1 石飛豊三、浜田ろう学校長(第７代)に就任 

 昭 49.  4.  1 横山哲郎、浜田ろう学校長(第８代)に就任 

 昭 50. 11. 16 浜田市民会館大ホールにおいて学習発表会開催 

 昭 51.  4.  1 中村孝文、浜田ろう学校長(第９代)に就任 

 昭 53.  4.  1 林 治二、浜田ろう学校長(第 10 代)に就任 

 昭 53. 12.  3 校旗制定 

 昭 54.  9. 23 校歌制定 

 昭 56.  4.  1 矢達寿男、浜田ろう学校長(第 11 代)に就任 

 昭 58. 11. 13 創立 30 周年記念式典、記念誌発行 

 昭 60.  4.  1 松尾幸雄、浜田ろう学校長(第 12 代)に就任 

 昭 63.  4.  1 赤山明良、浜田ろう学校長(第 13 代)に就任 

 平 元. 7. 21～22 第 39 回中国地区ろう学校体育大会浜田大会開催 

 平  3.  2. 13 学校整備事業による新校地造成工事着工 

 平  3.  4.  1 今岡進、浜田ろう学校長(第 14 代)に就任 

 平  4.  6. 13 新校舎竣工式 

 平  5.  4.  1 小山博之、浜田ろう学校長(第 15 代)に就任 

 平  5. 11. 21 創立 40 周年記念式典   

         教育後援会結成 

 平  6. 11. 18 優良ＰＴＡ文部大臣表彰 

 平  7.  2. 25 新実習棟竣工式 

 平  7． 4.  1 五十殿脩三、浜田ろう学校長(第 16 代)に就任 
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 平  8.  3. 25 浜田ろう学校放送設備整備事業完了 

 平   9.  1. 31 浜田ろう学校緑化事業工事完了 

 平  10.  4.  1 樋野克美、浜田ろう学校長(第 17 代)に就任 

 平 11.  3. 31 浜田ろう学校コンピュータ教室設置工事完了 

 平 11.  7. 31 浜田ろう学校冷房設備整備工事完了 

 平 12.  4.  1 細貝篤志、浜田ろう学校長(第 18 代)に就任 

 平 12.  7. 20～21 第 50 回中国地区ろう学校体育大会浜田大会開催 

 平 13.  3. 23 オージオメーター設備更新 

 平 13.  4. 1 細貝篤志、平成 13・14 年度全聾体会長に就任 

 平 13.  7.  1 学校評議員設置 

 平 14． 4． 1 清水和則、浜田ろう学校長(第 19 代)に就任 

                  清水和則、平成 14 年度全聾体会長に就任 

 平 15. 11. 15 創立 50 周年記念式典 

 平 16.  1. 20  いきいきスクール校舎整備事業完成 

 平 16.  3.  1 学校評価制度導入 

 平 16.  4.  1 西 治、浜田ろう学校長(第 20 代)に就任 

 平 16.  4.  1 通級指導教室設置 

 平 17.  4.  1 校訓並びにめざす子ども像・教職員像を制定 

 平 17.  5.  9 ハッピーアフタースクール開設 

 平 18.  3. 27 めざす学校像制定 

  平  19.  4.  1 児山治正、浜田ろう学校長(第 21 代)に就任 

         島根県西部地域における視覚障がい教育のセンター的役割を担う 

 平 19. 11. 27 補聴器測定装置を更新 

 平 20.  4.  1 人権・同和教育研究指定校(平成 20・21 年度) 

         人権・同和教育「ＰＴＡ活動」育成事業研究指定校(平成 20・21 年度) 

 平 20.  7. 19～20 第 58 回中国地区ろう学校体育大会浜田大会開催 

 平  21.  4.  1 福間徹雄、浜田ろう学校長(第 22 代)に就任 

 平 23.  4.  1 原田雅史、浜田ろう学校長(第 23 代)に就任 

  平 25． 3. 11 スクールカラー「若草色」に決定 

  平 25． 3. 28 視覚障がい対応施設設置工事完了 

 平 25.  4.  1  岡 笑子、浜田ろう学校長(第 24 代)に就任 

  平 25.  9.  1  寄宿舎、浜田養護学校との共同利用開始 

  平 26.  3. 24  本校寄宿舎閉舎式 

 平 27.  6.  1  障がい者就業支援事業による「ワークセンターはまろう」開設 

  平 28.  2.  5  島根県体育健康優良学校等表彰（学校歯科保健優良学校の部）受賞 

  平 28.  4.  1  福本章弘、浜田ろう学校長（第 25 代)に就任 

  平 28.  8. 30  聴能検査室移転工事完了 

平 28. 10. 28～30 第 58 回全国聾学校卓球大会島根大会開催（松江市総合体育館） 

  平 29.  2.  2  島根県体育健康優良学校等表彰（学校給食優良学校の部）受賞 

 平 29.  4.  1  「生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業」実践校 

（平成 29・30 年度） 

 平 30.  4.  1  山本康治、浜田ろう学校長(第 26 代)に就任 

 平 30.  7. 21～22 第 68 回中国地区ろう学校体育大会浜田大会開催 

 平 30.  9.  1  「はまだ特別支援教育相談室ＳＴＥＰ」開設 

平 31.  3. 31 ハッピーアフタースクール廃止 

令  2． 4． 1 平野謙二、浜田ろう学校長(第 27 代)に就任 

        高校通級開始 

令  2．11． 4 島根県教育委員会「優れた教育活動表彰」受賞 

令  3． 4． 1 中学部高等部新入生の制服を変更 

令  3. 10. 22 全国ろう学校ＰＴＡ連合会「家庭教育を考える部会 2021 年浜田」開 

 催（オンライン開催） 

令  4.  4.  1 永瀬正幸、浜田ろう学校長(第 28 代)に就任 

        学校運営協議会設置 
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２ 令和５年度 学校経営方針 

校 訓   明るく（健康・明朗性） 

なかよく（協調・社会性）  

たくましく（自立・自主性） 

教 育 目 標  自ら考え 自ら判断し 自ら行動する  

心豊かにたくましく社会で生きる自立した人間の育成 

めざす学校像

  １ 子どもたちが、自己の可能性を最大限に伸長し、自己実現のできる学校 

  ２ 聴覚や視覚に障がいのある子どもたちに対し、障がいの状態や発達段階に応じた的確な指

導や支援ができる学校 

  ３ 高い専門性に基づいた教育の実践と、地域の特別支援教育に対する中心的役割を担う学校 

本校教育の５本の柱 

  １ 学力の保障 

２ 言葉の力の伸長  

３ 自己理解力の深化  

４ 社会性の育成  

５ 健康安全教育の推進  

スローガン    ～ 伝えよう つながろう 夢に向かって ～

学校重点目標  

１ 個の理解とニーズに応じた指導の徹底により学力保障と進路保障に努める 

◎ 授業力の向上 

◎ ろう教育の専門性の向上 

２ あらゆる教育活動を通して子どもたちの社会力を広げ人間力を高める 

◎ 地域連携の推進 

◎ スポーツ活動の推進 

３ きこえ､見え方のセンター的機能を強化する 

◎ 早期発見から切れ目のない支援体制の充実 

◎ 教育相談や小・中・高等学校での通級による指導の充実 
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３ 各学部の教育目標と方策 

小 学 部 

○めざす子ども像 

「生き生きと自分の力を発揮する子」

○教育目標 

人とのかかわりの中で、生活に生かすことのできる力を育む

今
年
度
の
重
点
目
標
及
び
方
策

○基礎、基本となる知識や技能の定着を図る 

・体験的な活動を取り入れ理解言語を増やし、学習言語を身に付けられるよう

にする。 

○自分や友達のよさや違いに気付いて、受け止めようとする態度を育てる 

・合同学習や集団活動の中で自己有用感が感じられる環境を設定する。 

幼 稚 部 

○めざす子ども像 

「なかよく たのしくあそび つたえあう子」

○教育目標 

人とのかかわりを通して、感じ、考え、豊かに表現できる力を育む

今
年
度
の
重
点
目
標
及
び
方
策

○分かる経験を積み重ね、相手に自分の思いを伝えようとする気持ちや意欲を 

育てる 

・幼児の気持ちに寄り添って、言語化して返したり、視覚的な支援をしたりし

てやりとりを積み重ねることで、自分の思いを安心して相手に伝えられるよ

うにする。 

○聴覚障がい乳幼児を育てる保護者への情報提供を行う 

・保護者同士がつながれるような場の設定や、保護者向けの通信の発行を行う。
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中 学 部  

○めざす生徒像 

「学習習慣を身に付け自らの良さを発揮する生徒」

○教育目標 

集団の中で、よりよい学習習慣・生活習慣のあり方を考え行動できる力を育む

今
年
度
の
重
点
目
標
及
び
方
策

○集団や地域の中での自分の役割を考え、主体的に行動する力を育てる

・集団の中で生徒が主体的に行動したり、地域等との様々な交流を行ったりす

ることで、協力しながら自己有用感を得られるような学習場面を設定する。

○自分の課題を意識しながら学習に取り組む姿勢を育て、学力の定着を図る

・取り組むべき課題を明確にし、学習状況に関する情報を共有する場を設ける。

・学習内容の定着につながるよう、やりとりや思考した内容を視覚化して示し

たり、残したりする。

高 等 部  

○めざす生徒像 

「心豊かにたくましく生きていく生徒」 

○教育目標 
他者（社会）と自己のあり方を見つめ、主体的に進路を選択する力を育む

今
年
度
の
重
点
目
標
及
び
方
策

○集団や地域の中での自分の役割を考え、主体的に行動する力を育てる

・集団の中で生徒が主体的に行動したり、地域等との様々な交流を行ったりす

ることで、協力しながら自己有用感を得られるような学習場面を設定する。

○卒業後の自己のあり方について主体的に考え、取り組む力を育て、学力の定着

を図る

・進路を選択するための幅広い情報や機会を提供する。

・学習内容の定着につながるよう、やりとりや思考した内容を視覚化して示し

たり、残したりする。
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４ 教育課程 

学年学級

区　分

特別活動

105 －

105

70

－

70 70

35 35

105

55

70 55

－ －

102

68

68

－

102

748

34

外 国 語 － － －

－

884

自立活動

総合的な学習の時間

年間総授業時数

68

－ 35－

34

805 795

35 35

－ 45

945 1015

学級活動

特別の教科である道徳

外国語活動

教

科

図画工作

家　　庭

体　　育

小　　計

国　　語

生　　活

音　　楽

１年

年間時数

272

－社　　会

算　　数

理　　科

小　学　部Ａ

136

280 245

－

２年 ３年

年間時数

175 175

－ 90

70

４年

年間時数

－ 70 70

55 45 45

－ 60 55

105 90 90

５年 ６年

年間時数 年間時数 年間時数

－ － －

55 45 45

175 175 175

105 105 105

245 175 175

90 100 105

35 － －

35 35 35

830 865 865

35 35 35

1050 1050 1050

70 70 70

45 45 45

学年学級

区　分

特別活動

1050年間総授業時数 884 945 1015 1050 1050

175

総合的な学習の時間 － － 35 35 35 35

自立活動 170 175 175 175 175

－

学級活動 34 35 35 35 35 35

外国語活動 － － 35 35 －

770

特別の教科である道徳 34 35 35 35 35 35

小　　計 646 700 700 735 770

教

科

90

外 国 語 － － － － 35 35

体　　育 102 105 105 105 90

70

家　　庭 － － － － 70 70

図画工作 68 70 65 70 70

－

音　　楽 68 70 60 70 70 70

生　　活 102 140 － － －

140 140 140

理　　科 － － 60 70 70 70

算　　数 136 105 140

155 155

社　　会 － － 60 70 70 70

国　　語 170 210 210 210

５年 ６年

年間時数 年間時数 年間時数 年間時数 年間時数 年間時数

小　学　部Ｂ

１年 ２年 ３年 ４年

　領域 週時数 年間時間数 週時数 年間時間数 週時数 年間時間数

4 156 4 156 4 156

4 156 4 156 4 156

4 156 4 156 4 156

4 156 4 156 4 156

4 156 4 156 4 156

5 195 5 195 5 195

25 975 25 975 25 975

環 境

言 葉

表 現

自 立 活 動

合 計

学級 （３歳～４歳） （４歳～５歳） （５歳～６歳）

健 康

人 間 関 係

幼　稚　部
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学年学級

区　分

特別活動

保 健 体 育

外 国 語 140 140 140

60

875 875

35 35

35

年間総授業時数 1050

教

科

自立活動 35

総合的な学習の時間 50

特別の教科である道徳 35

学級活動 35

国　　語 140

数　　学 140

1050 1050

45 45

60

140 105

35

小　　計 895

音　　楽 45

美　　術 45

技術・家庭

105

理　　科

105

105

140

社　　会

３年

年間時数 年間時数年間時数

２年

中学部Ａ

１年

140

140

70

140

35 35

35 35

105 105

70 35

105

105

学年学級

区　分

特別活動

総合的な学習の時間 35 35 35

年間総授業時数 1050 1050 1050

学級活動 35 35 35

自立活動 175 175 175

小　　計 770 770 770

特別の教科である道徳 35 35 35

技術・家庭 140 140 140

外 国 語 35 35 35

美　　術 70 70 70

保 健 体 育 105 105 105

理　　科 70 70 70

音　　楽 70 70 70

年間時数 年間時数 年間時数

教

科

国　　語 105 105 105

社　　会 70 70 70

数　　学 105 105 105

１年 ２年 ３年

中学部Ｂ
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国語総合 4

国語表現 4

現代文Ａ 3

世界史Ａ 2 2

日本史Ａ 2

地理Ａ 2

公民 現代社会 2 2

数学Ⅰ 2 2 4

数学Ａ 2 2

科学と人間生活 2

物理基礎 2 2

化学基礎 2 2

生物基礎 2 2

地学基礎 2 2

体育 2 2 3 7

保健 1 1 2

音楽Ⅰ 1 1 1 3

美術Ⅰ 1 1 1 6

コミュニケーション英語基礎 2

コミュニケーション英語Ⅰ 2 2

家庭 家庭基礎 2 2

情報 社会と情報 (2) (2)

16 17 16 49

美術 （学校設定科目）造形表現 2 2 2

工業技術基礎 2

製図 1 2 2

情報技術基礎 2 2 2

インテリアエレメント生産 2 2 2

実習 2 2 2

課題研究 2 3

11 10 11 32

1 1 1 3

1 1 1 3

29 29 29 87

特別活動 1 1 1 3

4

工業
32

6

理科

保健
体育

単位数
合計

普通教育に関する各教科・科目単位数計

専
門
教
育
に
関
す
る
各

教
科
・
科
目

2

部 高等部

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

国語

地理
歴史

数学

　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科（必修・選択）

芸術

外国語

高等部　美術工芸科Ａ（平成３１年度、令和２年度、令和３年度入学生）

1 2 3

・情報「社会と情報」は、専門科目「情報技術基礎」で代替する。

・ア、イ、ウからそれぞれ１科目選択する。

・アは、１年次に選択した科目を２・３年次にも選択することを原則とする。

・ウは、２年次に選択した科目以外を３年次に選択する。

・エから３科目、オから４科目選択する。

ホームルーム活動
（単位時間数）

11

専門教育に関する各教科・科目単位数計

総合的な探究の時間の単位数

自立活動の単位数

単位数　合計

イ

ウ ウ

アアア

エ オ

オエ
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国語総合 4

国語表現 4

現代文Ａ 3

世界史Ａ 2 2

日本史Ａ 2

地理Ａ 2

公民 現代社会 2 2

数学Ⅰ 2 2 4

数学Ａ 2 2

科学と人間生活 2

物理基礎 2 2

化学基礎 2 2

生物基礎 2 2

地学基礎 2 2

体育 2 2 3 7

保健 1 1 2

音楽Ⅰ 1 1 1 3

美術Ⅰ 1 1 1 6

コミュニケーション英語基礎 2

コミュニケーション英語Ⅰ 2 2

家庭 家庭基礎 2 2

情報 社会と情報 (2) (2)

18 15 16 49

生活産業基礎 3

生活産業情報 2 3

ファッション造形基礎 2 2

ファッション造形 4 4

服飾手芸 2

フードデザイン 2 2 2

栄養 2 2

食品 2 2

課題研究 2 2 2

9 12 11 32

1 1 1 3

1 1 1 3

29 29 29 87

特別活動 1 1 1 3

・情報「社会と情報」は、専門科目「生活産業情報」で代替する。

普通教育に関する各教科・科目単位数計

専
門
教
育
に
関
す
る
各
教
科
・

科
目

32家　庭

・オから１科目を選択する。

専門教育に関する各教科・科目単位数計

総合的な探究の時間の単位数

自立活動の単位数

単位数　合計

ホームルーム活動
（単位時間数）

・ア、イ、ウからそれぞれ１科目選択する。

・アは、１年次に選択した科目を２・３年次にも選択することを原則とする。

・ウは、２年次に選択した科目以外を３年次に選択する。

・エから１～２科目４単位を選択する。２年次に選択した科目を３年次にも選択する
　ことを原則とする。

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

国語 11

地理
歴史 2

数学

理科 4

保健
体育

芸術

外国語 6

部 高等部
単位数
合計

　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科（必修・選択）

1 2 3

高等部　被服科Ａ（平成３１年度、令和２年度、令和３年度入学生）

イ

ウ ウ

アアア

エ

オ

エ エ

エ
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１
（授業時数）

２
（授業時数）

３
（授業時数）

140 140 140 420

35 35 35 105

105 105 105 315

35 35 35 105

35 35 35 105

105 105 105 315

105 105 105 315

70 70 70 210

70 70 70 210

35 35 35 105

35 35 35 105

35 35 35 105

特別活動 35 35 35 105

175 175 175 525

35 35 35 105

1050 1050 1050 3150

部

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
等

高等部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科

国　　語

社　　会

外国語

情    報

授業時数
合計

自立活動の授業時数

総合的な探究の時間の授業時数

年間総授業時間数（１単位時間５０分）

特別の教科である道徳

ホームルーム活動の授業時数

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

家　　庭

職　　業

高等部　美術工芸科Ｂ（平成３１年度、令和２年度、令和３年度入学生）

１
（授業時数）

２
（授業時数）

３
（授業時数）

140 140 140 420

35 35 35 105

105 105 105 315

35 35 35 105

35 35 35 105

― ― ― ―

105 105 105 315

140 140 140 420

105 105 105 315

35 35 35 105

35 35 35 105

35 35 35 105

特別活動 35 35 35 105

175 175 175 525

35 35 35 105

1050 1050 1050 3150

保健体育

職　　業

家　　庭

高等部　被服科Ｂ（平成３１年度、令和２年度、令和３年度入学生）

部 高等部
授業時数
合計

年間総授業時間数（１単位時間５０分）

外国語

情    報

特別の教科である道徳

ホームルーム活動の授業時数

自立活動の授業時数

総合的な探究の時間の授業時数

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
等

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術
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必修 選択

国語総合 4

国語表現 *2

現代文Ｂ 2 2 *2

古典Ｂ 2 3 *2

世界史Ａ 2 *2

世界史Ｂ 2 *2

日本史Ａ 2 *2

日本史Ｂ 2 *2

地理Ａ 2 *2

地理Ｂ 2 *2

現代社会 2 *2

倫理 *2

政治・経済 *2

数学Ⅰ 3 2

数学Ⅱ *4

数学Ａ 2

科学と人間生活 2

物理基礎 2 1 *2

化学基礎 2 1 *2

生物基礎 2 1 *2

地学基礎 2 1 *2

体育 2 2 3

保健 1 1

音楽Ⅰ 1 1

美術Ⅰ 1 1

コミュニケーション英語Ⅰ 3

コミュニケーション英語Ⅱ 2 2

英語表現Ⅰ 2 *2

英語表現Ⅱ *4

家庭 家庭基礎 2 2

情報 社会と情報 (2) (2)

19 20 14 6

　素描 2 2 2

　構成 2 2 2

（学校設定科目）造形表現 2 2 2

　工業技術基礎 2

　情報技術基礎 2

　製図 2 2

　工業技術英語 2 2

　工業数理基礎 2 2

　インテリアエレメント生産 2 2

　実習 2 2 2

　課題研究 1 2 2

9 8 8

(1) (1) (1)

1 1 1

29 29 23 6

特別活動 1 1 1

3

2

7

13 12

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

国語

部
単位数合計

　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科（必修・選択）

1 2

高等部

25

美術

6

9

2

9

普通教育に関する各教科・科目単位数計

専
門
教
育
に
関
す
る
各
教
科
・
科
目

工業

59

13

地理
歴史

数学

理科 5

4

自立活動の単位数

単位数　合計

ホームルーム活動
（単位時間数）

保健
体育

公民

外国語

芸術

高等部　美術工芸科Ｃ（平成３１年度、令和２年度、令和３年度入学生）

・アから２科目選択する。

　「世界史Ａ」又は「世界史Ｂ」を必修とし、日本史及び地理のうちいずれか１科目を選択必修とする。

　「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」のいずれかを選択した場合は、３年次も継続して選択する。

・イ、ウからそれぞれ１科目選択する。ただし、２年次に選択した科目を３年次も継続して選択する。

・エから１科目、オから２科目、カから３科目を選択する。

・ * から２～３科目６単位を選択する。

・情報「社会と情報」は、専門科目「情報技術基礎」で代替する。

・各学年の「総合的な探究の時間」は「課題研究」で代替する。

(3)

3

87

3

専門教育に関する各教科・科目単位数計

総合的な探究の時間の単位数

ア

ィ

ウ ウ

ィ

オ カ

オ カエ
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必修 選択

国語総合 4

国語表現 *2

現代文Ｂ 2 2 *2

古典Ｂ 2 3 *2

世界史Ａ 2 *2

世界史Ｂ 2 *2

日本史Ａ 2 *2

日本史Ｂ 2 *2

地理Ａ 2 *2

地理Ｂ 2 *2

現代社会 2 *2

倫理 *2

政治・経済 *2

数学Ⅰ 3 2

数学Ⅱ *4

数学Ａ 2

科学と人間生活 2

物理基礎 2 1 *2

化学基礎 2 1 *2

生物基礎 2 1 *2

地学基礎 2 1 *2

体育 2 2 3

保健 1 1

音楽Ⅰ 1 1

美術Ⅰ 1 1

コミュニケーション英語Ⅰ 3

コミュニケーション英語Ⅱ 2 2

英語表現Ⅰ 2 *2

英語表現Ⅱ *4

家庭 家庭基礎 2 2

情報 社会と情報 (2) (2)

19 20 14 6

　生活産業基礎 2

　生活産業情報 2 2

　ファッション造形基礎 2 2 2

　服飾文化 2

　服飾手芸 2 2

　フードデザイン 2 2 2

　食品衛生 2

　栄養 2 2

　課題研究 1 2 2

9 8 8

(1) (1) (1)

1 1 1

29 29 23 6

特別活動 1 1 1

　「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」のいずれかを選択した場合は、３年次も継続して選択する。

・イ、ウからそれぞれ１科目選択する。ただし、２年次に選択した科目を３年次も継続して選択する。

・エから１科目を選択する。ただし、２年次に選択した科目を３年次も選択することを原則とする。

・ * から２～３科目６単位を選択する。

・情報「社会と情報」は、専門科目「生活産業情報」で代替する。

・各学年の「総合的な探究の時間」は「課題研究」で代替する。

・オから２科目を選択する。

6

芸術 2

　「世界史Ａ」又は「世界史Ｂ」を必修とし、日本史及び地理のうちいずれか１科目を選択必修とする。

専門教育に関する各教科・科目単位数計 25

総合的な探究の時間の単位数

ホームルーム活動
（単位時間数）

3

・アから２科目選択する。

普通教育に関する各教科・科目単位数計 59

専
門
教

育
に
関

す
る

各
教

科
・
科

目

家庭 17 8

(3)

自立活動の単位数 3

単位数　合計 87

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

国語 13

地理
歴史

4

公民 2

数学 7

理科 5

保健
体育

9

外国語 9

部 高等部
単位数合計

　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科（必修・選択）

1 2 3

高等部　被服科Ｃ（平成３１年度、令和２年度、令和３年度入学生）

ア

ィ

ウ ウ

ィ

オ

エ エ

オ

エ エ
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必修 選択

現代の国語 2

言語文化 2

論理国語 2 3 *2

地理総合 2

歴史総合 2

公共 2

倫理 *2

政治・経済 *2

数学Ⅰ 2 2

数学Ａ 2 *2

科学と人間生活 2

物理基礎　 2 *2

化学基礎　 2 *2

生物基礎　 2 *2

地学基礎　 2 *2

体育 2 2 3

保健 1 1

音楽Ⅰ 1 1 1

美術Ⅰ 1 1 1

英語コミュニケーションⅠ 2 2

論理・表現Ⅰ 2

家庭 家庭基礎　 2 2

情報 情報Ⅰ (2) (2)

16 16 13 2

（学校設定科目）造形表現 2 2 2

工業技術基礎 2

製図 2 2 2

工業情報数理 2 2 2

インテリアエレメント生産 2 2

実習 2 2 2

課題研究 2 3

10 10 11

1 1 1

2 2 2

29 29 27 2

特別活動 1 1 1

高等部　美術工芸科Ⅰ－①（令和４年度～入学生）

部 高等部
単位数合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科（必修・選択） 1 2 3

専
門
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

工業

保健
体育

9

公民 2

数学

17

31

外国語 6

普通教育に関する各教科・科目単位数計 47

2

芸術 3

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

国語 9

地理
歴史

4

6

理科 4

14

・*から1科目選択する。理科を選択する場合は、イで選択した科目以外を選択する。

・情報「情報Ⅰ」は、専門科目「工業情報数理」で代替する。

・ア、イからそれぞれ１科目選択する。

・アは、１年次に選択した科目を２・３年次にも選択することを原則とする。

・ウから３科目、エから４科目選択する。

ホームルーム活動（単位時間数） 3

総合的な探究の時間の単位数 3

自立活動の単位数 6

単位数　合計 87

専門教育に関する各教科・科目単位数計

イ

ウ

ウ

アアア

エ

エ
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必修

現代の国語　 2

言語文化　 1 1

地理総合　 2

歴史総合　 2

公民 公共　 2 2

数学 数学Ⅰ 1 1 1 3

科学と人間生活 2

物理基礎　 2

化学基礎　 2

生物基礎　 2

地学基礎　 2

体育 2 2 3

保健 1 1

音楽Ⅰ 1 1

美術Ⅰ 1 1

外国語 英語コミュニケーションⅠ 1 1 1 3

家庭 家庭基礎 2 2

情報 情報Ⅰ (2) (2)

13 11 9 33

工業技術基礎 2 2

製図 1 2

工業情報数理 2

インテリアエレメント生産 1 2 2

実習 2 2 2

課題研究 2 2 3

7 9 11 0

　産業社会と人間 6 6 6 18

1 1 1 3

2 2 2 6

29 29 29 60

特別活動 1 1 1 3

・情報「情報Ⅰ」は、専門科目「生活産業情報」で代替する。

総合的な探究の時間の単位数

自立活動の単位数

単位数　合計

ホームルーム活動（単位時間数）

・ア、イからそれぞれ１科目選択する。

・アは、１年次に選択した科目を２・３年次にも選択することを原則とする。

学校設定教科

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

国語 4

地理
歴史

4

理科 4

保健
体育

9

芸術 2

普通教育に関する各教科・科目単位数計

専
門
教
育
に
関
す

る
各
教
科
・
科
目

工業

専門教育に関する各教科・科目単位数計

部 高等部 単位数合
計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年

　教科（必修・選択） 1 2 3

高等部　美術工芸科Ⅰ－②　　　　　　　　　　　　　　学校名　島根県立浜田ろう学校

イ

ア ア
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必修 選択

現代の国語　 2

言語文化　 2

論理国語 2 3 *2

地理総合　 2

歴史総合　 2

公共　 2

倫理 *2

政治・経済 *2

数学Ⅰ 2 2

数学Ａ 2 *2

科学と人間生活 2

物理基礎　 2 *2

化学基礎　 2 *2

生物基礎　 2 *2

地学基礎　 2 *2

体育 2 2 3

保健 1 1

音楽Ⅰ 1 1 1

美術Ⅰ 1 1 1

英語コミュニケーションⅠ 2 2

論理・表現Ⅰ 2

家庭 家庭基礎 2 2

情報 情報Ⅰ (2) (2)

18 14 13 2

生活産業基礎 2

生活産業情報 2 2 2

消費生活 2

保育基礎 2 2

ファッション造形基礎 2

ファッション造形 2 2

フードデザイン 2 2 2

課題研究 2 3

8 12 11

1 1 1

2 2 2

29 29 27 2

特別活動 1 1 1

6

9

地理
歴史

保健
体育

9

2

高等部　被服科Ⅰ－①（令和４年度～入学生）

部 高等部
単位数合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科（必修・選択） 1 2 3

単位数　合計

理科 4

家　庭

専門教育に関する各教科・科目単位数計 31

外国語 6

普通教育に関する各教科・科目単位数計 47

2

芸術 3

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

国語

数学

87

専
門
教
育
に
関
す
る
各

教
科
・
科
目

4

公民

31

・ア、イからそれぞれ１科目選択する。

・アは、１年次に選択した科目を２・３年次にも選択することを原則とする。

・*から１科目選択する。理科を選択する場合は、イで選択した科目以外を選択する。

・情報「情報Ⅰ」は、専門科目「生活産業情報」で代替する。

ホームルーム活動（単位時間数） 3

総合的な探究の時間の単位数 3

自立活動の単位数 6

イ

ア アア
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必修

現代の国語　 2

言語文化　 1 1

地理総合　 2

歴史総合　 2

公民 公共　 2 2

数学 数学Ⅰ 1 1 1 3

科学と人間生活 2

物理基礎　 2

化学基礎　 2

生物基礎　 2

地学基礎　 2

体育 2 2 3

保健 1 1

音楽Ⅰ 1 1 1

美術Ⅰ 1 1 1

外国語 英語コミュニケーションⅠ 1 1 1 3

家庭 家庭基礎 2 2

情報 情報Ⅰ (2) (2)

14 11 9 34

生活産業基礎 2 2

生活産業情報 2 2

保育基礎 2 2

ファッション造形基礎 2 2 4

ファッション造形 3 3

フードデザイン 2 2 2 6

課題研究 3 4 7

6 9 11 26

　産業社会と人間 6 6 6 18

1 1 1 3

2 2 2 6

29 29 29 87

特別活動 1 1 1 3

高等部　被服科Ⅰ－②　(令和４年度～入学生)

部 高等部 単位数合
計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年

　教科（必修・選択） 1 2 3

学校設定教科

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

国語 4

地理
歴史

4

理科 4

保健
体育

9

芸術 2

普通教育に関する各教科・科目単位数計

専
門
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

家　庭

専門教育に関する各教科・科目単位数計

・情報「情報Ⅰ」は、専門科目「生活産業情報」で代替する。

総合的な探究の時間の単位数

自立活動の単位数

単位数　合計

ホームルーム活動（単位時間数）

・ア、イからそれぞれ１科目選択する。

・アは、１年次に選択した科目を２・３年次にも選択することを原則とする。

イ

ア アア
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必修 選択

現代の国語 2

言語文化 2

論理国語 2 2

国語表現 2 2 *2

古典研究 2 2 *2

地理総合 2

地理探究 *4

歴史総合 2

日本史探究 *4

世界史探究 *4

公共 2

倫理 *2

政治・経済 *2

数学Ⅰ 3

数学Ⅱ *4

数学Ａ 2 *2

数学Ｂ *2

科学と人間生活 2

物理基礎　 2 *2

化学基礎　 2 *2

生物基礎　 2 *2

地学基礎　 2 *2

体育 2 2 3

保健 1 1

音楽Ⅰ 1 1

美術Ⅰ 1 1

英語コミュニケーションⅠ 3

英語コミュニケーションⅡ 2 2

英語コミュニケーションⅢ

論理・表現Ⅰ 2

論理・表現Ⅱ *2

論理・表現Ⅲ

家庭基礎　 2

家庭総合　

情報Ⅰ (2)

情報Ⅱ

19 20 10 10

　素描 2 2 2

　構成 2 2 2

（学校設定科目）造形表現 2 2 2

工業技術基礎 2

製図 2 2

工業情報数理 2 2 2

工業技術英語 2 2

インテリアエレメント生産 2 2

実習 2 2 2

課題研究 1 2 2

9 8 8

(1) (1) (1)

1 1 1

29 29 19 10

特別活動 1 1 1

　国語を選択する場合は、アで選択した科目を選択する。理科を選択する場合は、イで選択した科目以外を選択する。

高等部　美術工芸科Ⅱ（令和４年度～入学生）

部 高等部
単位数合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科（必修・選択） 1 2 3

普通教育に関する各教科・科目単位数計 59

専
門
教
育
に
関
す
る
各
教
科
・

科
目

美術

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

国語 12

公民 2

10

地理
歴史

保健
体育

9

芸術 2

9

4

理科 4

家庭 2

数学 5

外国語

情報 (2)

・ * から３～４科目１０単位を選択する。

・情報「情報Ⅰ」は、専門科目「工業情報数理」で代替する。

・各学年の「総合的な探究の時間」は「課題研究」で代替する。

工業

専門教育に関する各教科・科目単位数計 25

13 12

自立活動の単位数 3

単位数　合計 87

総合的な探究の時間の単位数 (3)

ホームルーム活動（単位時間数） 3

・アから１科目選択する。ただし、２年次に選択した科目を３年次も継続して選択する。

・イから１科目選択する。

・ウから１科目選択する。ただし、２年次に選択した科目を３年次も継続して選択する。

・エから１科目、オから２科目、カから３科目を選択する。

ア

ウ ウ

ィ

オ カ

オ カエ

ア
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必修 選択

現代の国語　 2

言語文化　 2

論理国語 2 2

国語表現 2 2 *2

古典研究 2 2 *2

地理総合　 2

地理探究 *4

歴史総合　 2

日本史探究 *4

世界史探究 *4

公共　 2

倫理 *2

政治・経済 *2

数学Ⅰ 3

数学Ⅱ *4

数学Ａ 2 *2

数学Ｂ *2

科学と人間生活 2

物理基礎　 2 *2

化学基礎　 2 *2

生物基礎　 2 *2

地学基礎　 2 *2

体育 2 2 3

保健 1 1

音楽Ⅰ 1 1

美術Ⅰ 1 1

英語コミュニケーションⅠ 3

英語コミュニケーションⅡ 2 2

英語コミュニケーションⅢ

論理・表現Ⅰ 2

論理・表現Ⅱ *2

論理・表現Ⅲ

家庭基礎 2

家庭総合

情報Ⅰ (2)

情報Ⅱ

19 20 10 10

生活産業基礎 2

生活産業情報 2 2 2

保育基礎 2 2

ファッション造形基礎 2

ファッション造形 2 2

フードデザイン 2 2 2

課題研究 1 2 2

9 8 8

(1) (1) (1)

1 1 1

29 29 19 10

特別活動 1 1 1

　国語を選択する場合は、アで選択した科目を選択する。理科を選択する場合は、イで選択した科目以外を選択する。

専

門
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

家　庭

保健
体育

9

芸術 2

普通教育に関する各教科・科目単位数計 59

情報 (2)

高等部　被服科Ⅱ（令和４年度～入学生）

単位数合計

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
・
科
目

3

部 高等部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科（必修・選択） 1 2

12

10

地理
歴史

4

公民 2

数学 5

理科 4

外国語 9

家庭 2

国語

専門教育に関する各教科・科目単位数計 25

総合的な探究の時間の単位数 (3)

21 4

自立活動の単位数 3

単位数　合計 87

ホームルーム活動（単位時間数） 3

・アから１科目選択する。ただし、２年次に選択した科目を３年次も継続して選択する。

・イから１科目選択する。

・ウから１科目選択する。ただし、２年次に選択した科目を３年次も継続して選択する。

・エ、オから１科目を選択する。

・ * から３～４科目１０単位を選択する。

・情報「情報Ⅰ」は、専門科目「生活産業情報」で代替する。

・各学年の「総合的な探究の時間」は「課題研究」で代替する。

エ オ

ア

ウ ウ

ィ

エ

ア

オ
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１
（授業時数）

２
（授業時数）

３
（授業時数）

140 140 140 420

35 35 35 105

105 105 105 315

35 35 35 105

35 35 35 105

105 105 105 315

105 105 105 315

70 70 70 210

70 70 70 210

35 35 35 105

35 35 35 105

35 35 35 105

特別活動 35 35 35 105

175 175 175 525

35 35 35 105

1050 1050 1050 3150

授業時数
合計

自立活動の授業時数

総合的な探究の時間の授業時数

年間総授業時間数（１単位時間５０分）

特別の教科である道徳

ホームルーム活動の授業時数

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

家　　庭

職　　業

高等部　美術工芸科Ⅲ（令和４年度～入学生）

部

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
等

高等部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年
　教科

国　　語

社　　会

外国語

情    報
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１
（授業時数）

２
（授業時数）

３
（授業時数）

140 140 140 420

35 35 35 105

105 105 105 315

35 35 35 105

35 35 35 105

35 35 35 105

105 105 105 315

105 105 105 315

105 105 105 315

35 35 35 105

35 35 35 105

35 35 35 105

特別活動 35 35 35 105

175 175 175 525

35 35 35 105

1050 1050 1050 3150年間総授業時間数（１単位時間５０分）

外国語

情    報

特別の教科である道徳

ホームルーム活動の授業時数

自立活動の授業時数

総合的な探究の時間の授業時数

普
通
教
育
に
関
す
る

各
教
科
等

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

音　　楽

美　　術

保健体育

職　　業

家　　庭

高等部　被服科Ⅲ（令和４年度～入学生）

部 高等部
授業時数
合計
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５ 生活時間表 

１２：３０　～　１３：２５

１５：３０　～　１５：４０ （各行事）１５：１５　～　１５：５５

朝の準備・学級の時間

ぴんぴんタイム（歌・リズム）

朝の会・トイレ

検温・準備

給食・はみがき

るんるんタイム（あそび）

１０：１５～１０：３５

１１：４５～１２：００

１２：００～１３：００

１３：００～１３：３０

１３：３０～１４：１５

１０：３５～１１：４５

３校時

１０：５０　～　１１：３５

１１：４５　～　１２：３０

１３：２５　～　１４：１０

１校時

１４：２０　～　１５：０５

１５：１５　～　１５：２５

１２：３０　～　１３：２５

１５：３０　～　１５：４０ （各行事）１５：１５　～　１５：５５

１０：３０　～　１０：５０

２校時

１３：２５　～　１４：０５

１４：１０　～　１５：００

（終礼）１５：０５　～　１５：１５

通常時

５校時

６校時

清　掃

終　礼

中　高　部

午後短縮（各行事）

５校時

６校時

１３：２５　～　１４：１５

１４：２０　～　１５：１０

１８：４０　～　１８：５０

１８：５０　～　１９：４０

１９：５０　～　１０：４０

１０：４５　～　１１：３５

１１：４０　～　１２：３０

１３：２５　～　１４：１０

１４：１５　～　１５：００

４校時

給食・休憩

朝　礼

清　掃

終　礼

（終礼）１５：０５　～　１５：１５１５：１５　～　１５：２５

通常時

１８：４０　～　１８：５５

１８：５５　～　１９：４０

１９：４５　～　１０：３０

１４：１５～１４：３０

小　学　部

午後短縮（各行事）

朝　礼

幼　稚　部

自由あそび

ぐんぐんタイム（学級の時間）

帰りの会

１９：００～　９：５０

　９：５０～１０：１５

１校時

２校時

業　間

３校時

４校時

給食・休憩
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６ 学部別幼児児童生徒数（Ｒ５.５.１現在）

幼稚部

３歳児 ４歳児 ５歳児 
合計 

男 女 男 女 男 女 

単一 ０ ２ ０ ０ １ ０ ３ 

重複 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ０ ２ ０ ０ １ ０ ３ 

小学部

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

単一 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

重複 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

中学部

１年 ２年 ３年 
合計 

男 女 男 女 男 女 

単一 ０ ０ ０ １ ２ ０ ３ 

重複 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ 

合計 ０ １ ０ １ ２ ０ ４ 

高等部

美術工芸科 被服科 

合計 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

単一 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ２ 

重複 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ２ 

７ 出身地別幼児児童生徒数

学部

出身地

幼稚部 小学部 中学部 高等部 
合計 

通学 寄宿舎 通学 寄宿舎 通学 寄宿舎 通学 寄宿舎 

大田市 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

江津市 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 

浜田市 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 

益田市 １ ０ ０ ０ ３ ０ ０ １ ５ 

邑智郡 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

合 計 ３ ０ ０ ０ ４ ０ ０ ２ ９ 
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８ 生徒会組織 

９ 大会・コンクール等の記録 

体育関係 コンクール等 部活関係 

令

和

２

年

度

中学生の税の習字 

（会長賞） 

令

和

３

年

度

島根県高等学校 

体育連盟功労賞

第56回島根県硬筆書写コンクール 

（金賞） 

第54回島根県書初め展 

（特選）（金賞）（銀賞）（銅賞） 

第25回全国聾学校絵画展 

（優秀賞） 

島根県児童生徒学芸顕彰

第 22 回島根県障がい者スポーツ大会卓球競技

男子個人（優勝） 

女子個人（準優勝） 

第70回中国地区ろう学校体育大会卓球競技 

男子団体（連合チーム）（準優勝） 

男子個人 （３位） 

女子個人 （３位） 

令

和

４

年

度

浜田市中学校体育

連盟優秀選手賞 

全国聾学校体育賞

第57回島根県硬筆書写コンクール 

（金賞）（銅賞） 

第55回島根県書初め展 

（特選）（金賞）（銀賞）（銅賞） 

島根県版画展 

（優秀賞） 

第71回中国地区ろう学校体育大会卓球競技 

女子団体（連合チーム）（優勝） 

女子個人（優勝）（準優勝） 

浜田市中学校総合体育大会 

卓球 女子ダブルス 優勝 

江津市中学校総合体育大会 

   軟式野球 優勝 

島根県高等学校剣道選手権大会 

 女子個人ベスト１６ 

１０ 卒業生の進路状況（過去５年間の高等部卒業生） 

進路先／年度 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

一般就労 ０ ０ ０ １ ０ 

福祉就労 ０ １ ０ ０ ０ 

進  学 ０ ０ ０ ０ ０ 

卒業生数 ０ １ ０ １ ０ 

生徒総会

執行委員会

会長、副会長、（書記）
各種活動

選挙管理委員会
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１１ 年間行事予定表 

日 曜 行事 曜 行事 曜 行事 曜 行事 曜 行事 曜 行事

1 土 月 木
県高校総体(卓球)益田

～3日
土 火 金

2 日 火 振替休業日(４/３０) 金
県央出前相談
県高校総体(剣道）出雲

～3日

日 水 土

3 月 水 憲法記念日 土 石東卓球大会(中学)江津 月 木 高校総体(剣道)帯広～6日 日

4 火 木 みどりの日 日 火 ALT来校 金 人権教育研修会 月 身体測定週間（～8日）

5 水 金 こどもの日 月 現場実習(～9日) 水 土
石見地区中学校対抗卓球
大会(浜田)

火

6 木 土 火 ALT来校 木 日 水

7 金 日 水 金 月
中国中学校総体(山口)

～9日
木

8 土 月

(高１)胸部X線

(中１、高１)心電図
(中高）試験発表

木
中体連ブロック大会(卓球)
～9日

土 火 金
県高校選手権(卓球)浜田
～10日

9 日 ～年度始休業 火
ALT来校
耳鼻科健診

金
中国大会(剣道)岡山
～11日

日 水 土

10 月 新任式・始業式 水 (幼)ぽかぽかの日 土 月
身体測定週間（～14日）

（幼）図書の日
木 日

11 火 入学式 木 日 火 金 山の日 月

12 水 金 月 身体測定週間（～16日） 水
(幼)ぽかぽかの日

土 火

13 木 土 火 歯科検診 木 日 水
(幼)ぽかぽかの日
（幼）図書の日

14 金 日 水 (幼)ぽかぽかの日 金 月 木

15 土 月 （中高）中間試験 木 オープンスクール 土 火 金 （中高）図書の日

16 日 火 （中高）中間試験 金
オープンスクール
（中高）図書の日

日 水 土

17 月
身体測定週間（～21日）

(高３)進研記述模試～18日
水 （中高）中間試験 土 月 海の日 木 日

18 火
ALT来校

(全)尿検査(幼)寄生虫検査
木
（高）中間試験

眼科検診
日 火 （乳幼相）グループ活動 金 月 敬老の日

19 水 金 （中高）図書の日 月 全校遠足 水
（中高）図書の日
益田出前相談

土
江津市卓球連盟会長杯(中
学)江津

火

20 木 土 火 （中高）試験発表 木
終業式
島根県中学校総体～23日

日 県高校一年生大会(卓球) 水

21 金 日 水 金 夏季休業～ 月 木

22 土
中国大会県予選(剣道)
～23日

月 身体測定週間（～26日） 木 土 火
特振会
全国中学校総体(高知)

～25日

金 （中高）試験発表

23 日 火 ALT来校 金 日 水 土 秋分の日

24 月 水 (幼)親子遠足 土 月 夏季研 木 日
７０周年記念浜ろうフェス

ティバル

25 火 木 日 火 夏季研 金 益田出前相談 月 振替休業日(９/２４)

26 水 金 益田出前相談 月 水 夏季研 土 PTA親子活動 火

27 木 土
島根県障がい者卓球大会

（出雲）
火 （中高）期末試験 木 日 水

28 金 益田出前相談 日 水
（中高）期末試験

（幼小）図書の日
金 月 木

29 土
昭和の日
石見卓球選手権(中学)

月 避難訓練(地震) 木 （中高）期末試験 土 中ろう体（鳥取） 火 金 （中高）中間試験

30 日 参観日　PTA総会 火 内科検診 金 （高）期末試験 日 中ろう体（鳥取） 水 ～夏季休業 土

31 水 （幼小）図書の日 月 木 始業式

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
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（R5.4.29 現在） 

日 曜 行事 曜 行事 曜 行事 曜 行事 曜 行事 曜

1 日 水 金 月 元旦 木 金
(中高)卒業おめでとう遠足

県央出前相談

2 月 身体測定週間（～6日）

（中高）中間試験
木 土 火 金 土

3 火 （中高）中間試験 金
文化の日
全国聾学校卓球大会

(愛知)～5日

日 水 土 日

4 水 （高）中間試験 土 月 身体測定週間（～8日） 木 日 月 身体測定週間（～8日）

5 木 日 火 島根県学力調査 金 月 身体測定週間（～9日） 火

6 金 県央出前相談 月 身体測定週間（～10日） 水 土 火 高等部入試・高等部休業日 水 卒業式予行練習

7 土 浜田市総合スポーツ大会

卓球(浜田)
火 木 日 水 木

8 日 水 (幼)ぽかぽかの日 金 月 ～冬季休業　　成人の日 木 金 卒業式

9 月 スポーツの日 木 土 火 始業式 金 土

10 火 金 （乳幼相）グループ活動 日 水 (幼)ぽかぽかの日 土
石見地区中学１､２年強化

卓球大会
日

11 水 (幼)ぽかぽかの日 土 月 木 日 建国記念の日 月

12 木 日 火 金 月 振替休日 火

13 金 (中高)図書の日 月 読書週間（～17日） 水 （幼小）図書の日 土 火 水 (全校)図書の日

14 土 火 木 日 水
(幼)ぽかぽかの日
(中高)試験発表

木

15 日 水 図書フェスティバル 金
（中高）図書の日

益田出前相談
月 身体測定週間(～19日） 木 金

(幼)ぽかぽかの日

(幼)修了式

16 月 木 土 火 金 （中高）図書の日 土

17 火 金
（中高）試験発表
益田出前相談

日 水 （幼小）図書の日 土 日

18 水 （幼）図書の日 土 月 木 日 月

19 木 日 火 金
（中高）図書の日

益田出前相談
月 火

20 金 益田出前相談 月 水
(幼)親子活動
難聴学級交流会

土
石見地区中学校冬季卓球
交流大会(浜田)

火 高等部入試合格発表 水 春分の日

21 土 火 木 日 水 （中高）学年末試験 木

22 日 水 金 終業式 月 木
（中高）学年末試験

益田出前相談
金 修了式

23 月 (中高)現場実習・職場体験

～27日
木 勤労感謝の日 土 火 金 天皇誕生日 土 年度末休業～

24 火 金 （中高）期末試験 日 水 土 日

25 水 (幼)親子遠足 土 月 冬季休業～ 木 日 月

26 木 日 火 金 月 （中高）学年末試験 火

27 金 県高校新人大会(卓球)

～29日
月 （中高）期末試験 水 土

PTA研修会・参観日

PTA代議員会
火
（高）学年末試験

児童生徒総会
水

28 土 火 （中高）期末試験 木 日 水 (幼小)図書の日 木

29 日 水 （高）期末試験 金 月 振替休業日(1/27) 木 （乳幼相）グループ活動 金

30 月 木 土 火 土

31 火 日 水 日

１２月 １月 ２月 ３月１０月 １１月
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職名 校長 教頭 教諭
養護
教諭

栄養
教諭

講師
実習
教員

事務
職員

校   務
技術員

会計年度
任用職員

ワーク
センター

計 校医 薬剤師

男 1 0 5 0 0 0 1 3 1 6 1 18 5 1
女 0 1 11 1 1 2 1 0 0 8 1 26 0 0
計 1 1 16 1 1 2 2 3 1 14 2 44 5 1

12 職員数(5 月 1 日現在) 

13 職員一覧 

担当

教科

校　　長 永瀬　正幸 防火管理者

教　　頭 川谷　久美子

幼小部 多田　眞岐 3歳児担任 研　究

〃 小谷　渚沙 3歳児副担任 理　科 教　務

〃 若林　沙紀 5歳児担任 教　務

〃 石金　朱美 5歳児副担任 総　務 幼小部副主事、総務主任

〃 持田　博美 幼小部主事 研　究 幼小部主事、自立活動主任

〃 豊松　悦子 幼小部付 支　援 乳幼児教育相談担当（ひまわり教室）

中高部 津森　太郎 中１担任 体　育 指  導
特別支援教育相談コーディネーター、
STEPスタッフ、生徒指導主事、
野球部顧問

〃 野中　健吾 中２担任 数　学 教　務 教務主任、卓球部顧問

〃 足立　祥史 中３ー1担任 社　会 指  導 児童生徒会担当

〃 丸山　茂人 中３－２担任 理　科 指  導 中高部副主事

〃 多々納　裕美 中学部副担任 英　語 研  究 研究主任

〃 久保田　明子 中学部副担任 国　語 研　究

〃 二岡　美奈子 高１担任 国　語 教　務 中高部主事

〃 賀戸　俊典 高３担任 数　学 指　導
進路指導主事、美術工芸科主任、
剣道部顧問

〃 門脇　真理子 高１・３副担任 家　庭 総　務
被服科主任、人権教育主任、
寮務主任

〃 上田　恵 中高部付 総　務

〃 永野　朋宏 中高部付 教　務 情報担当

教育相談 岩本　美香 幼小部付 　 支　援
聴覚障害教育専任教員、
特別支援教育相談コーディネーター
見え方相談担当（かもめ教室）

通級指導教室 木曽　雅子 幼小部付 　 支　援 STEPスタッフ

〃 永見　紀子 中高部付 国　語 支　援 通級指導教室担当

養護教諭 勝部　千咲 総　務 保健主事

栄養教諭 平川　恭子 総　務 給食主任

非常勤講師 中藤　沙奈子 幼小部付 　

〃 驛田　省吾 技　術

〃 福島　朗博 自立活動

〃 嘉納　大輔 自立活動

スクールカウンセラー 玉木　敦

部活動指導員 瀧山　彰江 卓　球

事務長 吉川　眞澄 学校医

主任 平野　　真 （内科医） 真鍋　邦博

主事 八城　幸男 （眼科医） 久保田　浩

校務技術員 竹田　稔 （耳鼻科医） 郷原　良治

運転手 栗栖　憲太郎 （精神科医） 古賀　五之

調理員 名原　靖 （歯科医） 田中　雅彦

調理員 北野　美樹

調理員 江川　恵子 学校薬剤師 松原　久美子

調理員 吉田　真美

調理員 高田　美由紀

学校司書 渡部　ナオミ

警備員 道端　要

学校アシスタント 久保田えつ子

学校アシスタント 安井　葉月

ワークセンター就労支援員 福冨　美佐枝

ワークセンタースタッフ 松島　理沙

ワークセンタースタッフ 門田　剛

スクールバス添乗員 佐々木 聡子

スクールバス添乗員 新谷　　桂

スクールバス添乗員 佐々木 理恵

スクールバス添乗員 枝廣　繁樹

学部等 氏　　名 学級担任 校務分掌 主任・主事等
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１４　校務分掌
（１）運営組織

（２）各種委員会等

運営委員会 校長、教頭、事務長、教務部長、総務部長、指導部長、研究部長、支援部長、各学部主事

学部主事会 校長、教頭、各学部主事、支援部長

衛生（推進）委員会 校長、学校医、衛生推進者、教頭、事務長、保健主事、養護教諭、各組合代表

学校安全保健委員会 校長、教頭、事務長、保健主事、養護教諭、栄養教諭、総務主任、各学部主事、生徒指導主事、学校医、学校歯科医、学校薬剤師

就学支援委員会 校長、教頭、特別支援教育コーディネーター、教務主任、各学部主事、該当担任

進路指導委員会 校長、教頭、進路指導主事、教務主任、各学部主事、特別支援教育コーディネーター、養護教諭、該当担任

教育課程検討委員会 校長、教頭、教務主任、各学部主事

防災対策委員会 校長、教頭、事務長、総務主任、防災担当

電子情報安全対策委員会 校長、教頭、事務長、総務主任、校内LAN運用担当者、学校HP担当者、ICT担当者 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人権教育推進委員会 校長、教頭、事務長、人権教育主任、各学部主事

いじめ防止委員会 校長、教頭、生徒指導主事、各学部主事

いじめ対策委員会 校長、教頭、生徒指導主事、各学部主事、養護教諭、特別支援教育コーディネーター、該当担任

人権擁護委員会 校長、教頭、事務長、人権･同和教育主任、養護教諭、教職員代表1名

乳幼児教育相談（聴覚）

美術工芸科

被服科

幼小部

中高部

幼稚部

小学部

中学部

高等部

学
部
会

職
員
会
議

舎監

分
掌
部
会

教務部

総務部

指導部
（生徒指導）
（進路指導）

（給食）

校
長

教
頭

運
営
委
員
会

ワークセンターはまろう

特別支援教育コーディネーター

教育相談コーディネーター

浜田養護学校との共同利用

（総務）
（保健）

（教務）

（図書）

支援部

研究部

（自立活動）
（研修）

名　称 委　　　　　　　　　　　員

（浜田養護学校と共同運営）

きこえ・見え方　相談支援センター

通級指導教室

乳幼児教育相談

はまだ特別支援教育相談室　STEP
（研究）

（センター的機能）

事務部

学校運営協議会

学校関係者評価委員会

外郭団体（PTA、卒業生会）

事
務
長
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１５ 施設概要・校舎平面図 

厨　房

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

センター
ルーム

ＷＣ

玄関

進路指導室

図書館

理科室
聴能
検査室

通級指
導教室

教員
ＷＣ

（管理棟１Ｆ）

　音楽室兼
　多目的室
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校長室

ランチ
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塗装室

木工室

職員室

ＣＲ

ワーク
センター

ＣＲ

ＣＲ

Ｗ
Ｃ
出入口

ＣＲ

倉庫

ステージ

 （教室棟１Ｆ） ピロティー

ＰＣ室

（実習棟）

非
常
口

被服室

生徒会室

ＷＣ

金
工
室

更衣室

ＣＲ

倉庫

美術室

ＣＲ

ＣＲ

保健室

Ｗ
Ｃ

調理室

体　育　館

（管理棟２Ｆ）

放

送

室

昇
降

口

ＣＲ

ＷＣ

教材室

個室

（教室棟２Ｆ）

多
機
能
Ｗ
Ｃ

教
室
棟

管
理
棟

（教育相談）理
科
準
備
室

校 地 34,540.76㎡
建物敷地 21,039㎡
運 動 場 3,177㎡

建 物 3,136㎡
校 舎 2,628㎡
体 育 館 508㎡ 西

部
で
唯
一
の
聴
力
検
査
機
器

の
あ
る
聴
能
検
査
室
で
す
。
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１６ 寄宿舎 （平成２５年９月より浜田養護学校と共同利用）

  寄宿舎は、小学部から高等部までの子どもたちが入舎することができます。基本的な生

活習慣、おもいやりの気持ちを育むとともに余暇時間も含め、個々の時間も大切にして

います。

１７ 校舎配置図 

浜田養護学校

管 理 棟
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一
、
国
分
の
里
に

陽
は
あ
ふ
れ

磯
な
れ
の
松
の

色
さ
え
る

こ
の
地
に
学
ぶ

ぼ
く
た
ち
は

強
く
正
し
く

生
き
よ
う
よ

二
、
朝
風
わ
た
り

波
光
る

世
界
に
つ
づ
く

海
原
を

見
な
が
ら
育
つ

わ
た
し
た
ち

広
い
心
で

生
き
よ
う
よ

三
、
紺
碧
の
空

と
び
は
舞
う

国
分
の
丘
の

学
舎
で

み
ん
な
た
が
い
に

た
す
け
あ
い

知
恵
と
か
ら
だ
を
き
た
え
よ
う
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手話による校歌

１ 

２ 

３ 




